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京都大学芦生演習林の土壌調査報告(第 2報)

一土壌型と粒径組成，理化学的性質について…

間 腎之助・安藤 -ネltl崎康…

Forest soil surveys of the Kyoto University Forest in Ashiu rr 
-Soil types， grain size， and chemical and physical properties of soils-

Shinnosuke UJmA， Makoto ANDO and Koichi KI¥NZAKI 

要 1こ::..
m 

京都大学芦生7iIt習林のほぼ全域で土擦を部jヨました。土壌の附閣を開資した地点数は101で，こ

のうち63地点の土成については深谷別に粒探紛!此化学的?生質，理学的性質を測定した。これら

の給条から，

1.調査した地点の89%は掲生森林土で，残り 11%がポドゾルであった。

Z.褐色森林土の大部分は Bi〉iE1こと撲であったが， BA' BB， Bc，おE;MJニ域も認められた。

3. ボドゾルでは， p[)， PWlil， PW(h)孤群が認められた。

4. BA' BIl' Bc製:ヒ淡は一般に酸性が強く，養分要紫の合布事が低く，符m1l1:が大きい傾向

が認められた。

5. Bn， BE ill!土擦は…般に酸性が弱く，養分要3誌の く，谷干立が小さい傾向が認

められたO

6. P D， P W 1iJ， P W 0，) TIE鮮は…般に隙性が強く，養分要紫の含有事が高く，待frt震が大きいftn

i古jが認められた。

はじめに

京都大学:芦~::.7資智*1'では ìíît習林設定以米705ド聞を経過し，その 1m，森林に関しては i淡習林全械

を対象に天然林の植生川λ州}的と人工林の生育状況州が部Jjまされ，各種林分についても多くの研

究報告がなされてきた。しかし土岐に関する研究報告は意外に少なく，柴IJ:Iがスギの天然更新に

結び付けて調査を行った結果紛や， ，羽手:11:，堤らがi皮溜林i勾の…音11について土壌認可主主を行っ

た報告幼などがあるにすぎなし、。本報ではflt刊行39(1964)年度に椴生と土壌の関係安明らかにす

る I~I 的で林内全域全対-象に制悲した結果樹を qJ心に，これまでに穂々の段的をもって翻査した申告

来を加え， Jきi~I:'.l災留材;の土壊の分イ17 と，その特牲についてのべることにする。

総査を実施するにあたって，吉村正学i1~'lli1林長の手IJ旧茂彦名誉教1"1，故古村健次郎先生をはじめ

多くの波留林関係殺に協力していただいた。出して感謝の窓を去する。



95 

芦生i寅税林の概嬰

芦~tiøi溜林(京都府北桑田郡美!1l l11r芦より は京都前北東部の丹波高原にあって，その北縁は稲

井県に，取締は滋賀l引こ接し，由良)11の孤流域にあたる o j百HrU対~4 ， 200ha，海抜高は355~959m 

である。 中央官1\にはブナノキ峠(海抜高939m) ，傘11i1~ (937 m ) ，八指lli (837 m) などの詩集よ

りなる山塊があり，これをとりまくようにFJl良JlIが湾IUlして流れている。このJlIを陥てて，その

タト1m)に:::::1重l岳 (925m)，天狗岳 (921m)，-三悶 IIJI~ (776m) といったLLi々 が述なり，全イ本とし

i唆な王手壮年JtJlのj也形色52している。分布特性からみた森林は天然生のスギの混じるj鼠;rWy;存薬広葉

樹林とi野市議葉広葉樹林の推移滑にあたる九気候は裂日本取で， 12)~ J二， rjl旬から 3月下旬ま

マ変われる。 lif:.のうちでi訟も乾燥する 4 5月の月時7Ki設は王子均で150酬がJ援で，年1m

を通じて著しく乾燥す拘ることはない。 淑抜高363mの事務所構内の年平均気温(9 !l寺)は 11.00C，

降水設は2，370mm，1成大積雪深は 1m iltr後となり， "制主高640mのf完治谷実習施設では平均気iEk

lま2
0
C低く，降水笠は400mm前後多く，柏は 2mを組えるヘ地質はほぼ全域が秩父古生jd?であっ

て，土機のw・おn土砂智，粘紋岩，賞特，角岩，封:岩，チャート等である9).12)。

調査時期と鋼去の方法

1.調査の時期

芦生i~11雪林で行った土壌澗査はその目的~Ijにわけると 61践に及ぶ(袋1) 0 1陪日の制査は下

容の…のお， i患の谷の伐採跡地と，中111付近の伐採前の伏条スギが多い林分と広葉樹主体の天然

可 制ヨ~~ 翻交Jl!!
O田 )1む点数 (林班)

務i炎11寺別

4 14，15，16 .:i:~~~裂， 195品。8

2 63 1~28 ゴ二波高~，粒f妥結u災 1961 .1 ~8
~ll!化学性

3 27 5，15 オオ災11;'，1， ~:[f装組!蕊 1965.7~8

4 5 七段lli!，粒f変申Il成 1968.7

5 4，6，15 .:1:域別， :1抑制i1I成 1978.11
1979.9 

6 4 17，18 j)表選，絞筏組成 1980 岳 9-~10

生林分を対象に， J査林予定地の土成樹査を実施したものである。 21司自の談u:J'Et土芦生法習林にお

けるtilEJ::と:ltll勢， t也)I~，ニヒ撲の関係を明らかにするために波潔林全域を対象 lニ行ったものである。

このfJM査では，ゴ:康生成1'1'月jに人為的影響が比較的小さいと思われる#3f1hの天然林を I:¥，I心に，

制¥， :ìï(H~:l1h，二次林などに捌査地が設定され，多くの異なったタイプの森林:1二壊が対象となっ

その植生と…部土撲の制査結染についてはすでに報告されている仰人的。i九 3問自のf;Jf;j査は内杉谷，

下谷の下刈り作業の功税制査を行った幼齢林分で，林分概況を訴す…・嬰剖として部殺を実施した

ものである。 4 関肢は !λj杉谷の干í1i.栽問もないスギ林分でアグリブオーム肥料のjj面)J~試験を実施し
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た際に，施JJ~liíî の詩hj査を行ったものである o 5閲iヨはj或習林内のポドゾルの出現iWiijfの主張認を主

たる詩的としたもので，ケヤ i何時~ブナノキ 111t:~傘~八宙~'llI1j に吏る J~恨筋と，第 3 ， 4林組

と第 5林斑の境界の尾根筋を踏査し，簡単な試抗による入時と BJi'lのjI4界慌の観察を'11心に 4

地点についてはこと擦採取を行った。 6 閥臼は j交的お右j争と抄1:上谷友f告のスギが濃い~I・法 j見交天然

林内の捌査で，後者については斜附の上，中，下の 3地点で、ニヒi泉保取を行ったO

2. iU司査の方法およびiJl!.化学性の分析方法

土f&~f'lfl の断市iにあらわれた形態的特徴は過去における土壌生成過経と現在進行している土液中

の諸変化を反映するものである。土壌詩ttl査の方法は，制査当11寺，農林省林業試験場のゴ線制査部

で金i調的に統…された方法として「悶有林lllf'土壌調査方法当;J13)が作られていた(後にとりまと

め f森林土壌の捌ベブjとその性質J附として出版されている)。湖査はこの方法にしたがって

施した。すなわち郡査地点で地表闘の状態がなるべく正常な所を選んでほお!?jに述するまでの拭

坑を掘り，その断面を観察した。観察;項目はAof時， AJ，係，B/i(?i， CJ.，'i'Iの隠さ，土性，土色，離の

と撞ま~L 構造，際機j丸粘性，温度，線系の堂と拡がり，通気透*性， }潟舗の合査を，土j楼i謀ミ階の!柄憾

界の扱移，孔|隠隙g寝掠;2iの多少， l溶容倒JJ脱j目脱l見i.集和の状態， j碕器糸米お Jよ:ぴl街笥根の;冶{れ1

的に:判|ド問i河引制1出開i話斯i却折?万?して j土二認液~Ì出摺l2盟!!を '1半将判1:拘河:1司1)定したO 各項目の観祭は 61自の誠l査ともに同様に実賊したO またこ1:位の

*1)定は擦準土色IIJ，~出により，こと域t\Qの '1:1)]主等は林mr.土壌府 lJ:JfTI必|まl集附げ)拘}を常持参考にした。

試料の採取方法は 6剖の制査で必ずしも同じ方法ではない。ここでは最も組織的に大規模に郡

を尖施した 2阻肢の郊j資l時の採J!JC1:iitを記すこととし，測定結巣もそのnJM査時以外のものは割

愛したO この調査では，金調査地点を比較するためには土壌g~i の同じ採さから試料を採取したブj

が良いと判i析した。そのため，それぞれの地点について土壌衣服より深さ 5-lOcm (筋 i悶)， 

20~25cm (第 2J必)， 30-35cm (第 3栂)の :iJv?iの分析m試料を採取した。採取には400cc容の採

土門摘を用い，採取後，ただちに容積霊，孔初日最， 1註大卒予*:鼠最小容気哉といった理学的性践

を協定した。 測定方法は「隠l有林野土城跡l恋方法書J1拐によった。理学的性質を測定した後の試

~HI.は風乾後，内孔簡で餓7JIjし，粒筏 2m間以上を礁としてその合殺を測定し，それに満たないもの

を土壌として，粗砂 (2.0-0.2mm)，細砂 (0.2-0.02mm)，f)投砂 (0.02-0.002脚)， ;j.'，ljj二(0.002m間

以下)の粒後組成の測定と，化学的性質を測定するための分析用試;jiq・とした。粒筏組成の測定は

問時二lニ境学会法叫により行った。 北学的性質の分析については土擦の酸性皮 (pH) (水懸濁

規定塩化カリウムj銭湯)がガラス泡締法，控換酸度 (Ya がカツベン法，{E:iJ之:畿がチュー')ンの

簡易滴定法，全議議がケjレダール法， 1/5規定瓶般可i容のリン酸(P20，，)が比色法，カリウム

(K20)が炎光光j支計で規定酢酸アンモニウム (pH7.0)援換によるカルシウム (CaO)が

マグネシウム (MgO)がE.D.T.Ar.去で、行った(以下，本文"1'ではそれぞれ炭素，

11]'給態リン酸， '11]"給態カリウム， i設換性カルシウム，蹴換性マグネシウムと 11手ぶことにする)。こ

れらの方法はいすsれも「農芸化学実験番(京都大学j見学部農芸化学教窓結J)J 附によった。

土壌型と土壌i析市の記載

6加の翻殺で試坑を掘り，土成j同の断間にあらわれた鈴114:質を郡ベた場所は音1・101地点になる

(lZll)o*淵査地点のj也7r~，海抜高と， jニ模型，土壌j悶のj翠さ(深さ)，色，構造，砲皮，版界

の般移， .!手材-等の土壌断部の諸性質の観察結糸を表 2に示し

予告ー生j資溜林の土壌を生成するf草刈の緯類については前述した。本調査からち砂岩，粘板お，頁

岩，珪場，チャートなどが硲認され，地点によっては i犠類だけのliJ;岩よりなっている場合もあ
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口林斑

諜査地

o 1 

し一一---1
Ijgl I 戸生i日ii守林のゴ二機長JiJ1E:Jili

*0は1961¥::ドに;品u1Eした地点を示し，盤整はそれ以外のiUWrEJ也である
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十

るが，多くの地点ではこのうちの 2，3干草野iがほ材料・として混住しているのが認められた。また，

とくに多く認められたのはb少岩，粘板岩，チャートであった。

土jl~主!!はお A ， B!l' Bc， Bね(残務，知行，J事総) BD(cl)班基i!!を含む)， B ，，~!こi二機 P n ， Pwω， 

P W 0，1 illi.ilf'土擦が認められた。そのなかで散も出現頗!立が高かったのは B1】 lli2こt喰で，金制霊長地

点の73.3%を15めた。その内訳はお。型が41.6%，おり(Jf!Hi()裂が21.8%，BD(dJ剥が9.9%であっ

た。それ以外の褐色森林土は B花出土Jj~が全体の6.9% ， Bc ~二i二 J1~ が5.9% ， Bu lliU二撲が2.0%，

B八l¥.!!土壌が1.0%認められ，制恋地点の89.1%が?をj色森林::1二であっ t:.o ボドゾルの出現頼度は

10.9%で，内訳は Pj) iJliil!'が5.9%，PWω iJliir下が2.0%，PWω 孤11平が3.0%であった。また各土i表現

が出現する場所を地形的にみると，ちり lliQニ!-:撲はJil]J誌のやや告1¥から山似の谷の近くまで分布域

が広く， P]) iJJî. îi下士均~I土海抜高700m):J， Jニの lir1 tïHlおに沿って 111現した。お." )~!!土 J~~I まJ:tlIí交的乾燥し

た!ち級協に沿って，Bu， Bc~!土壌は q1]j誌やや上告1\ に!日現した。 B E ~!土壌は iお良}[l*流，支流

のうちの比較的地下水の停滞しやすいやや混地花:となっている谷fl1i沿いに出現した。
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土器~1書.~}

土Z純輸dのm胤一さ一叩(一S容寸さ 回F 
.:1:機的I!.¥

関川間|開 削| i!1 AI時

J銭毅f~長i虫‘ cm 

谷'1'筋s!i. 
Bp ~roて6) 27 (6冊 47) 17 

2215a055YYYY1R1RHJ，，，335////6 2 e4 1 

2.5YH，6/G 
1・'2 540 担 11 (0 -11) 19 (ll鳴 (30-35) 35 lOYH，3/4 
1 -3 670 日"()，前) 3 i3((む0巴 13) 19 (13・32) 68以J:(32 -100以上)) 100以上 2.GYH，5/6 
2・i 635 Bnω 32 ・32) 38 (32-手)) 30以上 (70‘100以上 100以J: 5YH，3/4 
2・2 645 sn 7 (0駒 7) 41 (7 -48) 52以i二(48・100]:).J:) 100l'.U. lOYH，2/2 10YH，5/G 
3 -1 675 日。 3 (0陶 3) 24 (3 -27) 63 (27・90) 90 5YH，3/2 5YH，4/6 
3 -2 600 

13"担。(jω前)
4 2 (0・2)

38{2e433066) ) ) 
60以 1:(40・10日以j二) l00tU: 2.5YH，3/4 2.5YH，6/1 

3・3 695 11 (0・J1) 25 01・ 32 (36 -68) 68 lOYH，4/2 lOYH，5/6 
4 -1 

Zli1f2iF 1Am 長
730 13" 8 (0・ 8) 28 (8・ 32 (36 -68 68 lOYH，3/2 7.5YH，5/6 

，1 -2 735 
13"日2{{3泌滋ω } 

5((O0 -5) 10 (5・45) 15 (45令日0) 90 2.5YH，4/1 2.5YH，7/8 
4・3

l鴎I陪3忍針己13 F H4持俄4紋i見昆主4 

75自 2 11 (0 -11) 41 (11-52) 15 (52ゅ 67) 67 2.5YH，4/4 2.5YH，6/6 
4 -4 725 話。) 5 11 (0 -11) :39 (11 -50) 48 (50 -98) 98 5YH，3/1 5YH，4/4 
4 -A 795 P" 3 

I66ω{O6M) l } ) :31 (6 -，¥0) 
30{{({4536010 i 1 -70 

70 lOYR，2/0 7.5Y只，5/6
5 ~ 1 720 ド"

，リe 43 (J6・59) 41):).J: (59 -1α)以J:) 100以マ1: 2.5YH，2/2 5YH，5/2 
5・2 か10mJ: 705 B沿 2 出(0-G 25(6-31) 9 ・10) 40 10YH，3/2 7.5YH，4/G 
5 ~ 3 1M 640 sp<.? 3 5 (0・5 5G (5 -60) 15 ・75 75 5YH，3/4 7.5YH，4/G 
5 ~ <1 ti 5 mJ:_ 520 担 i 9 (0・s 22 (!)・ 3618}) :34 (31・(5) 65 7.5YH，2/2 IOYH，4/'1 
5 M 5 111制i 5百5 13υ {を品雫1) 6 14 (0・14) 54 (J1鵬 32以上 (68・l(日}以上} 10日以上 5YH，2/4 7.5YH，3/2 
5 -6 伊5:、j5 13"ω 7 4 (0嗣 4) 72 ('1・76) 24以上 (76-100以上} 1001λiニ lOYH，3/4 

77211l1S55O0005YYYYYYYYKRRR即RIR4日瓜J3A4S4//ノ/////64 4 S 6 4 6 2 

5 -7 675 日 5 9 (0 9 

i9(92mE4ゆ4ω 則ω 25a 0 ) 

52 (28 80) 80 10YH，3/2 
5 -A 400 

13" U品品品bili i ) 
2 10 (0 -10) 35 00- 15 (15以上) 60以上 IOYR，:l/3 

5・B 100 Eh(() } 3 10({jeiO。)) 
30{{({2l1i o0 5 -

20{{{42400 5 13、!こ} 60以上 lOYH，2/1 
5 -c 415 日" 2 1 (0 -1 19 29 田49) 4骨 7.5YH，3/2 
5・0 tドJJ担 115 

目8日Dn。{ {( 品品jfi1j l 

2 10 (0 -1 35 15 以上) 60以上 2.5YR，2/2 
5・日 rj'IJ担 475 2 

25 (0晴 23i1)785j ) ) 
:35 60以上 5YH，3/1 

5. F 
I ドド11 担 500 i 1 (0- 51 (9- 6日以上 lOY民，3/1

;; -G '1'IJiL 105 Bυ( 17 (0剣 43 (17繍 ω60}} 60以上 5YH，3/1 5Y択。5/'1
5 -H 

i i zjl jjjlll 託主担
420 H 2 38 (0・ 22 (38・ 60以上 7.5YHA/2 7.5YH，6/6 

5 -1 450 目。(ね品lJ 2 
25 (0・421305)) ) :{5包5・ω74)) 60以上 7.5YH，4/2 7.5YH，4/3 

5・J 675-700 13D 3 43 (0・ :ll (43- 26).'‘1: (74 -100以上} 100以上 7.5YitA//4 6 7.GYH，G/8 
6 -2 谷 79合 BJ) ~ð i 10 (0‘ 23 (10 -33) 22 (33 -55) 55 7.5YR，3 
6・3 !州庁j主 780 日j)(.j) i 

5((O0e55219) ) ) ) 
日(5-H) 26 (14 -40 40 5YH，2/，j 

6 -A 885 P" 8 5 (()- 7 (5 -12) 68 (12 -80) 80 
7 -1 m 705 Pwh 7 20 (0・

'10 (:却問66430091) ) ) 40以上 (({(663 4 {}-100ii上)
100以上

8・l '1
'
1)1( 480 13. i 1 (0・ 59 (1田 30 (60 -90) 90 

8倫 2 1I1申告 130 日 2 17 (0・17) 17 (J7- :1I (34・65 65 
9 -3 

i{1:U11悶m 1F 倒制民

540 日υ{jj制品国) 2 20 (0・20) 25 (20・ 25 (15 70) 70 
D -5 435 13" (Jfli) 3 20 (0舗 20) 25 (20・15) 30 (15・75) 75 
10 -1 54羽 日。{ 7 lO (0 -]() 25 (10.3ω9 ) 25 (35・60) 60 
10 -2 770 10 13 (0 -13) 47 (13- 40以上(60-100以上} 100以上
10・3 625 13， 2 

5(((o01 -5) ) 
25 (5 -30) 70以上 (30-JO日以):) 100以上

10 -4 785 B 5 自-6 32 (6 -38) 13 (38巴 81) 81 
lJ‘ 1 480 13D '(IDlJ " 13 (J -13) 22 (13 -35) 65以上 (35-100J.:L.I:) 100以上
11‘2 谷ややj二 825 

日日目。
3 8 (0・8) 35 (8・43) 52 (43 -95) 95 

12・1 tド)J担 530 2 14 (0‘ 14) 

IBM442389助ω 3 0 } 

70 (30・100) 100 
12・2 '1'IJ担 830 B" 5 ‘ 4 (0・4) 14 (4 12 (48・90) 90 
13 -1 

中i河)J担
750 日 7 (0・7 22 (7・ 71以上 (29・100t丸卜j 100以上

13 -2 785 13" (ぉ品1) 3 5 (0・5 40((258 ・ 55).~.Jユ ((485・100以上 100以上 2.5Y持1j1忽4/6 
14・A

1 ド12i1l1 量主
65臼 I3g 5 26 (0・ 26) 62 22)辻jニ ト 10日以J二) 100PU: 

15・A 750 日終 2 12((00 ・12) 16 (12令28) 27((328仰 55)) 55 7.5YH，5/3 
l5・B

: 1 2 1jjll 担主!.! 
7担。 P" 3 10 ・10) 20 (10 -20) :10 (30以1"0 6日以jニ 7.5YF丸5/1 7.5YH，7/8 

15 -c 745 日D 3 1 (0 -J) 44(1悶 45) 15 (45以上 60以上 7.5YH，5/1 
15・1コ 775 日μ 8 18 (0・18)

37q(78-・325705)} } 
5 (55以上 60以J:

15・日 rド)1担 735 日D 3 7 (0・7) 20 13 (27・40) 40 
15 -F rf1niJ. 795 日" i 1 (0 -J) 29 (J . 30 (30以Jニ) 60以ωi二

15 -G 割羽谷144151100絞1I担m m 

765 13" 3 日(0・8) 27 (8・35) 25 (35以上} 60以上
15 -H 805 日ひ 15 (0 -15) 10札5-25) 法す? 25 
15 -1 l!lド 890 日《 2 3 (0・3) 28 (3 -41) 11 (41 -52) 52 
15 -J 韮 i、 85臼 I3c 9 27 (()嶋 27) 24(2f-8551} } 33 (51四 84) 84 
16・A ド1I担 650 日約 i lG (0“15 70 (15駒 15以上 {({846 5-1001111 10日以上
16 -日 ド1I担 675 おお F υ 11 (0・11 ;10 (11 -11) 13 (41 -84) 84 
16 -c It1ド')IiJ. 760 日ひ 20 (0 -20 40 (al・ω28}) 20 (60聯 80 80 
16・p 740 日 2 10 (0 -10) 18 (10・ 32 (28J.;U: 60t)，上
16 -日 740 目。 iIi品)) 5 2 (0肉 2) 33 (2‘35) 25 (35以上) 60以上
16 -F 775 おu

4(((00 。・4
21 (4 -25) 35 (25以Jニ) 60以上

16喰G 790 日p 1 (0 -1 36 (l -37 23 (37以上} 60以上
16命日 775 日ロ 4 13 (0 -13) 22 (13司36) 25 (35以上) 60以上
16・1 765 P" 5 20 (0・ 20 25(20R3425) } 15 (45)孔上 日日以上 5YR，6/6 
16 -J 

迅1ド2Hi4l1長担4 
800 13" 4 自(0司自) 24 (6・ 28 (32 -60) 60 7.5YH.5/3 

16 -K 770 1'" 10 25 (0 -25) 35 (25' (0) 60以J: 5YH，!V4 
16 -L 740 Pwω 10 I5(((。O0 -15) 20 05・35) 25J.:J，J: (35以上} 60以上 7.5YH，5/6 
17・3

I112C1j 長
740 P 5 11 (0 -11) 15 (11 -26) 24 (26勧 50) 50 7.5YH.5/8 

17 -A 675 ‘685 目。 1{{Nfjl品時ilJl 7 11 (0 -11) 
60((((l8 I14 日1 -71) 

29 (71・10日) 100 5YH.5/8 
18 -1 干子 700 B" (fjfJ) 3 14 (0噂 14)

2日 -343205)} } 
20{{430-60) } 60 7.5YH，5/6 

18 -2 

iE中1字1限i 腹予

800 Bc 5 8 (0“ 8) 24 除 58 (32 -90 90 lOYH，5/8 
18' :l 725 131) ‘'‘ 》 10 (0・ 10) 25 55 (35 M 90 90 7.5YH，4/4 
18 -A 720.750 日c 20 (0 -12・al) 25 (al 15) 55l'J..l: (45‘100!;(J:1 100以上 7.5YH，5/1 
i自喝 i 795 日c 11 (0-11) 21 (!1 -32) 68 (32倫 100) 100 5YH，4/6 
19向 2 7'10 Bn 3 日(0同日} :ii{9-405} ) 10 (10・50) 50 i的YH，5/8
20悶i 690 日。 4 6 (0・ 6 :l9 (6 -4 20 (45 -65 65 lOYH.6/6 
2む-2 tj，絞 675 Pwω 3 21 (0 -21) 2'1 (21恥 45) 17 (15 -62) 62 7.WH点/日
20・3

)ト庁Ej担
680 Bni# 2 3 (0・3) 26 (3・29) 21 (29 -50) 50 7.5Y1品11EA立/6 

20・A 650 日 9 (0 -9) 37 (9・460}) 36 (4自-82 82 
21 1 {i- 580 131} 3 6 (0 -6 24 (6 -3 41{(4 24E65 65 7.5YH，5/8 7.5YH，2/1 
21 -2 111総i 670 日。(J抗} 2 iO((O0 EiO) :10 (10 -40) 28 (10・68) 68 lOYH，3/'1 lOYH，1/6 
22 -1 

崎中1中中1谷谷1腹肱B腹K 

580 担。 1 (0 -1J 24 (! -25) 37 (25 -62) 62 2.5YH，1/8 2.5YH，5/8 
22 -2 700 日。 4 10 (0 -10) 

30U02副34ω 40 号)} 

15 (40-日5) 85 7.5YR，4/4 5YH，G/6 
2:l -1 870 B詑 4 5 (0 -5) 19 (5- :14 (21 -58) 58 7.5YH，3/2 lOYH.5/8 
23‘2 835 日。ω 2 5 (0 ~ ;) 21 (5-

26({{243 世-55)0) 55 lOYH，3/4 1OYH，5/8 
21・i 810 

HihBp{品ψj) 
3 10 (0・10) :33 (10- 57 (13・10 100 1OYH，3/3 lOY札5/6

2，1 -2 835 5 7 (0 -7) 28 (7- 45 (35 -80) 80 7.5YH，5/8 1OYH，6/6 
24・3 8収) お 3 15 (0・15) 25 05・10) 60以上 (40倫 10日以1-.) 100以上 10Y 1104//4 6 lOYH，5/6 
24 -4 600 13u(1jj3 b bi} 4 6 (0 -u) 51 (G -60) 10 (60揃 10日) 100 1OYR，6 lOYH，5/8 
25 -1 If1Jl担 620 日。(J!I) 5 3 (0 -3) 17 (3 -20) 32 (20・52) 52 1OYH.5/日 lOYH，1/4 
2号喰 2

'1間'IJ!主
755 13 2 8 (0峨 8) 41 (8 -49) 51 (49・10日) 100 7.5YHi1/日 lOYH，5/6 

25 -3 650 担。 iil紛) 2 25 (0ゐ 25) 15 (25 -40) 50 (10噂90) 90 lOYH，5/8 lOYH，自/8
27令l {i-， ii>JI恥 605 13， 5 15 (Q司 15) 10 (15・25) 35 (25 -60) 50 7.5YH，4/2 7.5YH，3/1 
27 -2 li1 825 

日(((詰{知狗出il l 21 

10 (0 -10) 25 (10司4305)) 45 (35 -75) 75 lOYH，3/2 lOYH，4/6 
28 -1 ffI 705 13" (iJlJ) 6 (0 -6) 34 (6- 50 (40・DO) 90 7.5YR，4/4 7.5YH，4/6 

一一2畿B二・政1!l.. 780 
目。 I1組出)一一一五4 

15 (()悶 15) 30 (]5 -15) 55 (45駒 100) 100 lOYH，4/2 7.5YH，6/8 
お80 !h 1~ 20 (10・まi2 70 (30防lQQl 100 5YH，3/2 7.5YH.4/6 

*ゴ:.t災認~43トにおけるぬが数字の総資先]11土 1964:tれにす~/，j資した地点公示し，アルファベットはそれJ.:J.、外の測JIl:J訟である
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士域の|持 … CIIJj | l:tl~ の自主\'1'>'1丸 |附界的 Iま材 その他
日約

JJlWt 4先 制; ヤヤE秋牧敏4牧k 様様制様様誕限2変変女変変変
滅状 11jiaa i人 総 ヤヤ

同

阿4小小2小3粒塊秘塊粒塊討状状状状状Li R 小1担1似1状iたik 需i主主品義 料制燃、; ヤヤ秋ヤヤ チャート (2 -j) l'uの兆{係が少しある
FJI粒状 小lJI!i民 主義 秋制、ヤヤ

FlJ1'il:j}、 JJlW: f4 欽 ヤーγ 変昔当主日
iJi 1I校在I 状 ノj、担Rik 君主 紋ヤヤ 詩~
ねi状 JJlWt 桜 紙 ヤヤ，[i許可
iヨ!状 JJll状 f& 止 ヤヤ以 内持活記

ね11:~i): 小IJ松111似t状材た、 カベi}; 秋 秋 ヤヤ燃 やj然
iヨiトi:iえ 小滅状 長話 相、ヤヤ牧市i
nI牧iJt カベ.j}; ャγ秋 ヤヤ軟 ヤヤ限 措日》常:i今e、-

d婦防1EN4空種泣、Fぬ2株裂Z状4火状状 小小燃1地j品JH似相i1i4甘、Yた; え 小滅状 主主 制; ヤヤlJjJ;、 明j然 JJ お， -1-中ート (5 -1) AI滋ト fil\))il~l (立を il~i-小滅状 主義 'I!k 秋 'PI?!.¥ 
小成ik 桜 秋 ヤヤ I!~、 断交

5YH，7/2 カベ状 桜 中入 ヤ・γ1活 断'k

5YIU/6 機目 際糸状 桜 中?: '11、 手1111.¥7.5YH，5/自 力ベik 話相、ヤヤ1忠商i
7.5YH，G/8 tiLi!: tJ-lJI!iX JY，W: 総 ヤヤ燃 収、 判'然A 私縦約 (5司 7)時lチ点が泌められる

lOYH，5/0 卜ll~立状 FFiね斑状11状jk 、 ね '1'): '19:、 滋i変
lOYH，6/G l'lltW: 絵 牧 ヤヤ秋 IY!¥災
7.5YH，G/G PlI粉状 総村;秋制変
2.5YH，4/'j 段状 飲料;秋 IYI事:

I"m::lk 車 '!1: IWa' 

1413941; d4同臨官嶋嶋位賞以状状d t 相; 秋'11、 滅叩j変多:ヤ1ヤ議1裂 が、 活主

~!k式決

ノj、J)I似た 1議 ヤヤi臥 ヤヤ~ 宮燃愛護変製
lJI!iえ悠 '1史
J)Rik 総 チャート (6・A)
カベ状 緩 4和d、和4LFj;; : 砂羽φfli担<:1; (6 -A) 

滅状 カベ状 軟 ヤヤ秋ヤヤ秋 1山9ji チャート ，YTお (7 -]) 

i小t限!探君塊昔杭主T 状 1鬼状 名品 秋 秋 TYi4J j Iidi，チャート (8 -J) 小l現状 需品 'I?: ヤヤ軟 持母

小i泌1R fA ヤヤi裕司'ヤ!接 持i
小lJI!状 需品 ヤヤ潟ヤヤfI~担i
小城i); 終 ヤヤ秋 ヤヤ相、 首fI

7.5YR，4ノ2 カペ状 軟 ヤヤ傑 ヤ -\'I~ 1'IJ質変変然dE {向 2)A 縦糸糸 1 :1 1パ I~I 色をiJl:.ず
lOYI{，3/4 小滅状 目陸d問監A名弛Rh古塊稔集I4状は収給状4式R 状t 小総状 総 19:、 秋 判変変!t}:ミ ャート 00崎 3 出i米ありlOYH，5/6 FJl1:iLik カベ1k f，¥止 材、 司li'& fM!Z'ii (10 -4) l'ii級制少しあり
lOYH，4/4 l'lIHt:iJ、 1従来材、 総 秋 ヤヤ牧 市首
IOYH，4/4 1'J1t!)A}、 問H長ii、 長会 秋 牧 師可愛

72772m155S005SY Y泌YYYYYRKRR2RR総R応AA4M846色5///////3 6 8 6 4 6 4 13i 4j1材jjJ:t ; 、 1話l状 慾景jl，~品 9X ヤヤ秋 i'i'ii変

i-ll カベ4先 制;ヤヤ秋 出rr淡

i'lI ノノトト申立i1}現J状~:I状R 組目状 秋 ヤヤ¥1!:
iすi校 滅状 t~l 秋秋
問中立制、 ヤヤ'W: ヤヤ燃
開校i}; 小説l状 秋 中 止
カベ状 カベiR 料; 秋ゆdJlW( IJ!.I)針伏 46カ伊、位ペ唱f4状Kえ 秋叫軟 ヤヤ'l!k .¥'ヤ戦 利桶聞編回変君変集主

品位i}: 小事<<状 滅状 'i秋1芸少、 秋相料秋; 、 軟 仰f術隊列強変装汎

7.!iYn.，6/お i1司4flt主f主tjえ44R JL 小城:{)、 小滅状 綴 j秋4 W; ヤー1・IYI変
7.5YH，6/詰 塊状カベ 状 f芸 術基:
lOYH，2/2 絞状 砂際 秋 19 変

日Ii飢え 秋相、 呼変

7a 55策BYYT特l凡鈎tj色色55/ / 8 1級品W; 似た 秋 秋 Iy 俊俊安君変俊主7IH  lt絞jL4j官J絞4状344114 4 小JJlW; 'r~:、相、 IYI
*J~ま状 'rk ヤヤ秋 IYI 
IjiJtW; 秋 ヤヤ秋 191 

議
秋秋 IYI

7.5YH，5/日 小 小事Uiえ秋秋 IVJ 
IOYR，S/4 I'JI:fff.j}; H! 滅状 絡 が; 紙変
7.5YH，7/6 I'Jm:~k 引 税状制 'l¥k 'I!k IYJ¥災
7.5YH，6/首 小 小滅状 ねヤヤ民主 i1¥1変
lOYH，5/8 カ カベ状 材、 ヤヤ民主 IYl 変愛雪倉変白
5YH，G/8 カベ状 カベ割、 ヤヤ現段 ヤヤ縦 IYl 
7.5YH，5/4 カベ状 カベ官、 ヤヤ ヤヤ奴 IYl 

カベ4主 力ベi}、 ヤヤ材燃、 ヤヤ秋 IYI，& fE{'1 06司 K)…礼A"if:A!/:iょう

7.5YH，7/8 カベiJ、 カベ状 カベ状 ~~: ヤヤ明書 ヤヤ協 IYl 
7.5YJミ5/8 小滅状 塊割、 カベ状 秋 ヤヤ材;ヤヤ燃料然 (17悶:狩 り

品日NHf4?E敏高44徽4散純耗地路I粒A状3状4UA JえK R t 状 滅状 滅状 秋 ヤヤ秋 ヤヤ秋 IYl変 (17酌 A)50X5Ilmdlq'{，I::Tt+iti!i:， 11自に 8点2
I.H 小j似た f:A 1~~ 秋 宇IJ然
ノト 小J)lJi足 掛; ヤヤ，~ヤヤ終 手1)然
自主 力ベ割、 名義 秋 ヤヤ務 総変

i 奴続塊舟2男巣U5状若44松k R た J)R状 主秋 '19， ヤヤ烈 IYJ変 (]8 -A) 25X200の小心にぷ杭ぷ.1自に 3.~f 
現\~，1}( JYl状 '19: 材、 ヤヤ燃 宇Ilt!.， i¥';f!.tii (18 -A) 
I.J! 滅状 慾 秋 ヤヤ自宅 締法
~Îf カベ1}; 綴 '1リ; ヤヤ燃 i戦後

ノj、塊状 44ガ勝位4嶋ベ状状91 44先R カベ官、 i誌 制; ヤヤ続 'J:il然 (20 2) A主導lニ!五m色のI存続税， Iヨ泌iニ欽NI絞1人 減担、 総 秋 飲 料然 (20 2)さびg.，の部分あり
1)，J)lliR j，i.:{); lj;m:IJ、・\， 'Y1ï:ヤヤ ~ì'iヤヤ収 IYI変 均約，alfl 
i'fj絞状 j政v、 普 '1止 #:同然 (21 -])第 2 附台首~ ;3約1;1ク口'Iiクーi

lOYH，6/8 I-lltI(状 状 j処iR f ， i 秋 粉 、 様変

22111ω1i150000O055YYYYYYYYYYRRRRRREREEtミ5AiJAJ16444456///A//////g 6 8 6 8 6 8 8 8 113311紛給状状 J小j、滅滅状状 小力カ滅4ベベ状2状状4主 君緩A 和~1k、 ヤヤ級'I，i:宅 籾税2務
朝、 ヤヤ秋 ヤヤ特: 河iri足
終
総然fii 軒、 ヤヤちを 判!然小城ik jl，'，昔、 秋 宇IJ r.~

カベ~k f，~昔、 秋 一員議立一
品~iK fii ';9: 秋

グ滅M状/、 総空会 粉制、; 中秋j、

t現状 怒 ヤヤ然ヤヤ!殺
7.5YH，5/8 j1 l tíL~J( 1J!J)Ri}: 剣K 長会 ヤヤ秋ヤヤ中止 チャト
7.5YH，5/6 滅状 f，~ ヤヤ!荘 ヤヤ駐在 チャート
lOYH，5/G 秋 ・γ ャIl'!~ヤヤ撚 チャートlOYrミパ/~ 小JJl品t状R状 秋 秋ヤヤ!沼 妙手') (27 -2) I<i糸米あり
7.5YH，7/8 FJI*:L~k IHJ!W( 地iR jl，'， li: 秋 チャート

5YHA/4 æ.捌ム……~一一政 ヤヤ奴 チャート ー一一一一一一一一一一一



100 表 3 化学的性伎の分析紡糸

こU~諮:サ i

1mρp剖(Kcnl限従Y換度J 金 金 UC F比!引iP心5t厳dlH| Ci可r高 値換性林到E-ト~O. 炭素祭主長 カIJウムカルシワj‘マグネシウム

(c) I (N) I(C/N)I (P20，) I (K，O) I (CaO) I (MgO) 
%1 %1 % 1 % 1 %号b

i“ i 4.5 3.8 23.5 7.0 0.75 9.t¥ 0.0010 0.020 0.041 0.024 4.6 3.9 22.4 5.9 0.41 14目4
1 -2 4.3 3.7 14.4 6.5 0.59 11.1 0.0009 0.048 O.O8:'l 0.044 4.2 3.9 11.9 4.0 0.37 10.9 
1 -3 4.4 3.6 26町3 6.4 0.t¥8 13.3 0.0009 0.032 0.012 0.022 4.9 3.9 18.0 5.0 0.53 9.4 
2醐 1 4.0 3.6 30.2 10.8 0.75 14.5 0.0005 0.024 0.3百9 0.051 4.1 3.8 24.7 10.3 0.58 17.7 
2崎 2 4.6 3.5 υ 50.0 5.2 0.69 7.6 0.0007 0.020 0.006 0.023 4.7 3.6 29.6 4.5 0.35 12.9 
3幽 i 4.8 3.9 21.4 4.6 0.40 11.5 0.0008 0.033 0.019 0.032 4.2 3.9 19.6 2.9 0.29 10.0 
3網 2 4.0 3.5 44.3 4.0 0.36 11.0 0.0003 0.014 0.078 0.027 4.5 3.7 32.7 2.5 0.25 10.1 
3 -3 4.4 3.6 30.7 3.1 0.37 8.5 0.0004 0.015 0.003 0.020 4.9 3.7 27.3 3.2 0.31 10.2 
4 -1 4.5 3剛8 21.1 4.7 0.t¥3 10.9 0.0006 0.017 0.003 0.032 4嗣8 3.9 17.5 3.7 0.37 10.1 
4 -2 4.0 3.7 32.5 4.2 0.44 9.5 0.0002 0.017 0.213 0.042 3.8 3.7 26.:1 2.9 0.37 8.0 
4幽 3 3.6 3.4 49.5 4.3 0.12 10.2 0.0003 0.009 0.070 0.021 4.6 3.7 30.2 3.4 0.31 11.1 
4時 4 4.8 3.4 68.6 4.9 0.35 14.1 0.0006 0.041 0.003 0.016 4.7 3.7 42.8 4.8 0.35 13.8 
5・i 3.8 2.9 48.3 24.0 0.88 27.3 0.0008 0.021 0.012 0.059 l長f織的 3.8 2.9 26.8 13.7 0.48 28.5 
5 -2 4.3 3.6 33.5 3.6 0.35 10.1 0.0002 0.014 0.017 0.029 3.8 3.7 34.5 2.1 0.27 7.7 
5ω3 4.0 3.6 34.8 3.3 0.28 11.6 0.0002 0.028 0.018 0.017 3.9 3.8 29.4 2.8 0.26 10.8 
5 -4 5.6 5.0 3.1 5.4 0.61 8.8 0.0001 0.009 0.401 0.123 5.8 4.4 3.1 1.8 0.27 6.7 
5 -5 4.3 4.0 7.2 5.8 0.86 6.8 0.0003 0.028 0.052 0.114 5.0 4.2 8.0 2.2 0.44 4.9 
5 -6 4.1 3.7 28.9 3.7 0.37 9.9 0.0001 0.009 0目012 0.017 4.3 4.0 19.6 2.6 0.26 10.0 
5 7 4.7 3.9 11.3 10.4 0.60 17.3 0.0003 0.032 0.188 0.117 5‘。 3.9 18.0 4.4 0.32 13.7 
6 -2 5.0 3.9 25.8 4.9 0.47 10.3 0.0002 0.015 0.006 0.018 5.0 3.9 24.2 3.6 0.35 10.3 
6 -3 戸υ.伊d 3.7 28.6 8.8 0.66 13.3 0.0009 0.022 0.007 0.025 5.1 3.8 28.6 5.7 0.45 12.6 
7 -1 3.6 3.3 41.9 2.5 0.19 13.4 0岨0004 0.012 0.064 0.017 4.7 3.7 32.0 3.4 0.29 11降6
8・1 3.8 3.5 39.2 4.1 0.34 12.0 0.0003 0.012 0.030 0.021 1.5 3.7 27.3 5.1 0.35 14.7 
8 -2 4.3 4.0 16.5 5.8 0.62 9.3 0.0005 0.020 0.036 0.038 4.8 4.1 ll.6 2.8 0.32 8.7 
9 -3 1.6 3.8 21.7 3.4 0.36 9.3 0.0005 0.030 0.006 0.021 4.1 3.8 21.1 3.0 0.27 11.0 
9制 5 4.7 3.9 34.5 6.1 0.60 10.2 0.0007 0.017 0.024 0.035 4.5 3.9 15.5 3.8 0.33 11.5 
10 -1 5.0 3.8 20.6 4.5 0.26 17.2 0.0004 0.076 0.003 0.015 5.0 3.8 18.3 4.8 0.28 17.2 
10 -2 5.:3 3.0 29.6 9.8 0.48 20.5 0.0027 0.007 0.081 0.045 4.3 3.6 26.3 8.7 0.52 16.8 
10柵 3 4.6 3.8 21.4 7.6 0.45 16.8 0.0007 0.054 0.007 0.019 4.7 3.8 20.6 5.5 0.34 16.2 
10町 4 4.1 3.6 38.2 9.3 0.57 16.4 0.0004 0.046 0.006 0β26 4.2 3.8 23.7 5.8 0.35 16.6 
11 -1 4.2 3.8 12.t¥ 3.6 0.42 8.6 0.0006 0.094 0.072 0.046 5.3 4.3 2.1 3.1 0.38 8.3 
11 -2 4.7 3.8 14.7 6.9 0.53 13.1 0.0004 0.043 0.012 0.031 4.6 3.9 14‘4 5.5 0.43 12.8 
12 -1 4.5 3.8 20.9 7.6 0.72 10.6 0.0008 0.074 0.020 0.038 4.7 3.9 12.9 5.1 0.50 10.2 
12幽 2 3.9 3.4 75.8 5.6 0.35 16.1 0.0003 0.020 0.012 0.013 4.9 3.8 30.4 3.9 0.:34 11.6 
13嗣 i 4.1 3.5 45.4 7.5 0.60 12.5 0.0004 0.087 0.012 0.027 4.7 3.9 19.6 5.3 0.39 13.6 
13・2 4.9 4.l 9.5 6.8 0.48 14.2 0.0002 0.029 0.066 0.023 4.5 4.1 7.7 4.9 0.33 14.7 
17 -3 4.4 3.5 35.1 6.3 0.41 15.5 0.0002 0.012 0.014 0.030 4.0 3.5 47.4 5.4 0.36 15.0 
18醐 l 4.2 3.6 30.9 5.5 0.54 1O.l 0.0005 0.027 0.063 0.022 4.4 3‘7 43.6 3.4 0.33 10.4 
18 -2 4.0 3.4 46.1 5.6 0.50 11.2 0.0002 0.025 0.012 0.029 3.8 3.7 43.3 2.5 0.32 7.7 
18舗 3 4.l 3.9 30.3 6.6 0.54 12.3 0.0007 0.031 0.007 0.020 4.9 3.9 24.7 4.8 0.32 15.0 
19 -1 4.5 3.6 68.5 11.0 0.53 20.8 0.0007 0.036 0.006 0.023 4.7 3.7 52.6 8.6 0.45 19.1 
19・2 4.7 3.6 44.9 5.5 0.36 15.2 0.0004 0.038 0.006 0.023 4.8 3.8 31.2 3.9 0.28 13.9 
20 -1 4.7 3.7 41.0 4.6 0.40 11.4 0.0002 0.041 0.006 0.022 4.8 3.8 22.7 3.7 0.32 11.5 
20“ 2 4.9 3.5 47.4 4.1 0.:31 13.3 0.0007 0.034 0.019 0.022 4.0 3.5 52.3 3.3 0.25 13.1 
20四 3 4.6 3.9 18.0 6.4 0.39 16.4 0.0005 0.068 0.019 0.028 4.6 3.8 20.4 5.1 0.33 15.4 
21刷 i 4.5 3.9 18.6 6.7 0.48 13.9 0.0009 0.084 0.012 0.022 4.4 3.8 25.2 13.0 0.66 19.8 
21 2 4.8 3.9 23.2 6.9 0.59 11.7 0.0008 0.079 0.033 0.023 4.5 4.0 19.1 4.8 0.39 12.2 
22 -1 4.0 3.5 74.2 5.5 0.36 15.3 0.0004 0.083 0.006 0.022 4.4 3.8 24.2 5.2 0.34 15.2 
22 -2 4.9 4.0 11.9 6.3 0.48 13.1 0.0008 0.035 0.042 0.0t17 4.5 4.0 15.5 4.3 0.44 9.9 
23 -1 3.6 3.2 50.0 13.6 0.81 16.8 0.0004 0.085 0.012 0.030 4.1 3.6 38.9 6.8 0.52 13.1 
2:~ ・ 2 4.9 3.6 45.4 10.7 0.33 32.5 0.0004 0.031 0.012 0.017 4.8 3.7 36.1 5.7 0.23 24.8 
24時 l 4.3 3.6 38.4 10.5 0.64 16.5 0.0002 0.014 0.006 0.022 4.2 3.8 28.4 10.9 0.35 31.1 
24嗣 2 4.2 3.8 28.9 5.7 0.45 12.7 0.0003 0.025 0.012 0.030 4.4 4.0 26.3 3.8 0.35 10.8 
24 -3 4.8 4.0 19.1 12.6 0.73 17.2 0.0009 0.072 0.007 0.030 4.8 4.1 21.1 6.9 0.'15 15.4 
24“ 4 4.8 3.7 37.1 5.2 0.40 12.9 0.0004 0.021 0β19 0.031 4.1 3.6 43.3 4.4 0.34 12.9 
25制 i 4.9 3.7 59.8 14.3 0.85 16.8 0.0008 0.088 0.025 0.050 4.6 3.'1 58.0 14.4 0.88 16.4 
25桐 2 4.7 3.6 26.8 5.9 0.52 11.4 0.0004 。‘OG4 0.007 0.030 5.4 3.9 26.3 2.9 0.2.'3 12.4 
25白 3 5.3 3.8 25.8 4.0 0.33 12.0 0.0005 0.048 0.006 0.038 5町2 3.9 2:U 3.8 0.34 11.2 
27 -1 4‘5 4.2 4.6 3.G 0.33 11.0 0.0010 0.032 0.174 0.07臼 4.8 4.2 3.9 1.7 0.13 12.9 
27町 2 3.9 3.7 47.9 6.0 0.42 14.2 0.0003 0.025 0.093 0.040 4.0 3.8 40.7 4.8 0.41 11.8 
28 -1 4.8 3.7 54.5 9.1 0.50 18.3 0.0004 0.090 0.012 0.026 5.5 4.0 17.5 7司3 0.45 16.1 
28輔 2 ‘伊'‘rυ 4.0 15.7 4.6 0.43 10.6 0.0003 0.032 0.006 0.031 5.0 3.9 24.7 3.3 0.30 10.8 
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第 2flii 第 3J際
!/5N羽Cl町議 i 11m，考 pH |割拠 i会!会 Ic/NJtl !/5N抗CjTif溶 部li考
リン酸 カザウム

(P205) I (K20) 
% % 

0.0007 0.018 0.019 0.027 
0.0003 0.019 0.091 0.031 ぢ~:おj後

0.0003 0.021 0.003 。‘016 4.8 3.9 17.0 4.3 0.34 12.6 0.0004 0.026 0.007 0.024 
0.0005 0.020 0.120 0.043 3.9 3盆8 24.2 9.1 0.41 22.2 0.0003 0.021 0.325 0.041 
0.0005 0.024 0.006 0.018 4.1 3.7 22.7 2.7 0.30 9.0 0.0004 0.015 0.103 0.017 
0.0004 0.025 0.094 0.027 4.7 3.8 23.2 2.1 0.21 9.8 0.0004 0.031 0.003 0.020 
Trace 0.012 0.006 0.023 4.2 3.7 30.4 1.4 0.20 6.9 Trace 0.006 0.025 0.043 
0.0003 0.012 0.006 0.022 4.1 3.7 23.2 2.7 0.28 9.5 0.0003 0.029 0.012 0.030 
0.0003 0.011 0.003 0.011 5.0 3.9 12.9 2.9 0.30 9.8 0.0002 0.006 0.003 0.007 
Tracむ 0.012 0.201 0.034 4.0 3.8 21.8 2.6 0.27 9.7 Trace 0.008 0.030 0.021 
0.0002 0.034 0.003 0.019 3.9 3.8 24.5 2.4 0.27 8.8 0.0001 0.009 0.047 0.012 
0.0001 0.009 0.002 0.012 4.9 3.8 33.0 5.3 0.37 1tl.3 0.0001 0.007 0.002 0.021 
0.0004 0.009 0.003 0.039 Ilil);firUiKi 3.9 3.0 30.9 2.6 0.15 17.1 0.0003 0.005 0.017 0.020 
0.0001 0.009 0.064 0.025 4.4 3.9 23.2 1.6 0.23 7.0 Trace 0.011 0.003 0.015 
1、race 0.010 0.059 0.025 3.9 3.8 16.7 2.4 0.21 11.4 0.0001 0.010 0.076 0.017 
0.0002 0.010 0.073 0.063 5.4 3.3 3.1 1.2 0.21 5.9 0.0003 0.009 0.070 0.042 
0.0002 0.011 0.019 0.040 5目7 4.2 8.8 2.4 0.42 5.7 0.0002 0.009 0.048 0.025 
0.0001 0.009 0.003 0.015 4.1 3.9 20‘6 3.0 0.24 12.6 Trace 0.009 0.012 0.013 
0.0003 0.029 0.047 0.050 4.7 4.0 16.8 3.8 0.31 12.4 Trac日 0.025 0.006 0.025 
0.0001 0.009 0.003 0.015 4.7 3.9 19.6 2.7 0.32 8.6 Trace 0.009 0.003 0.012 
0.0005 0.016 0.003 0.011 fl):ね!必
Traむ巴 0.066 0.033 0.019 3.8 3.7 37.4 2.2 0.27 8.0 Trace 0.015 0.187 0.013 
0.0004 0.010 0.006 0.017 4.5 4.0 16.0 4.3 。向30 14.'1 0.0003 0.007 0.003 0.011 
0.0003 0.019 0.012 0.029 4.8 4.0 13.4 2.3 0.23 10.0 0.0005 0.009 0.003 0.015 
0.0007 0.011 0.003 0.025 4.2 

3‘8 
18.0 4.0 0.29 13.7 O.OOll 0.014 0.027 0.022 

0.0005 0.010 0.007 0.015 4.5 3.9 16.0 2.9 0.27 10.7 0.0005 0.007 0.006 0.013 
0.0005 0.067 0.003 0.011 4.9 3.8 23.5 4.9 0.27 18.2 0.0003 0.040 0.003 0.011 
0.0003 0.025 0.012 0.022 4.9 3.8 44.9 7.1 0.59 12.0 0.0002 0.011 0.006 0.018 
0.0005 0.036 0.007 0.019 4.8 3.8 16.1 4.6 0.31 14.8 0.0002 0.012 0.006 0.009 
Trace 0.035 0.003 0.015 4.6 4.0 16.0 4.7 0.29 1G.2 Trace 0.013 0.003 0.015 
0.0003 0.121 0.030 0.038 4.8 3.9 10.3 2.7 0.27 10.1 0.0002 O.OG5 0.023 0.037 
0.0002 0.044 O，OOG 0.023 4.4 4.0 14.4 3.6 0.28 12.7 0.0001 0.026 0.006 0.021 
0.0002 0.072 0.007 0.029 4.0 3.8 16.9 4.3 0.48 8.9 0.0001 0.025 0.186 0.031 
↑race 0.011 0.155 O.02G 4.2 3.9 27.8 3.5 0.23 15.2 Trace 0.010 0.006 0.009 
Trace 0.071 0.003 0.017 4.7 3“9 17.0 4.0 0.27 14.7 Trace 0.036 0.002 O.01G 
'I、race 0.011 0.014 0.015 4.2 4.1 8.5 4.5 。目28 16.2 Trace 0.008 0.020 0.014 
'J、race 0.009 0.025 0.031 4.4 3，7 38.2 2.9 0.23 12.5 '1、race 0.007 0.013 0.018 
0.0002 O.OIG 0.006 0.017 5.0 3.9 22.4 3.2 0.29 ll.l 0.0001 0.013 0.006 O.OII! 
Trace 0.011 0.071 。021 3.7 3.7 38.9 1.6 0.27 6.1 Trace 0.009 0.025 0.025 
O.OOOtj 0.017 0.013 0.019 4.8 4.1 18.8 4.6 0.30 15.5 0.0002 0.011 0.013 。町00自
。.0005 0.026 0.006 0.027 4.1 4.0 22.7 5.7 0.46 12.4 0.0002 0.012 0‘447 0.040 
Trace 0.014 0.007 0.014 6.0 3.9 16.5 3.3 0.23 14.2 Trace 0.012 0‘006 0.009 
Trace 0.020 0.006 0.018 4.9 4.2 12.4 2.哲 0.28 10.2 Trace 0.014 0.006 0.013 
0.0002 0.011 0.012 0.013 4.8 3.7 44.9 3.1 。目22 13.9 0.0002 0.011 0.006 0.017 
Trace 0.031 0.013 0.033 4.5 4.0 17.9 4.5 0.27 16.5 Trace 0.021 0.007 0.011 
0.0017 0.064 0.019 0.076烈ヰfクJ夜 4.7 3.9 16.0 13.3 0.66 20.2 0.0002 。‘036 0.018 0.039黙ボク防

0.0003 0.038 0.012 0.022 4.2 4.0 20.6 5.3 0.38 14.0 0.0002 0.026 0.077 0.036 
Trace 0.055 0.008 0.023 4.9 4.2 9.8 5.7 0.27 21.0 0.0001 0.046 0.004 0.023 
0.0003 0.015 0.038 0.031 4.9 4.1 12.1 2.9 0.32 9.2 0.0002 0.015 0.006 0.018 
0.0002 0.059' 0.012 0.026 4.2 3.7 33.2 3.9 0.34 11.5 0.0002 0.034 0.011 0.029 
Trace 0.014 0.006 0.017 4.7 3.8 2.3.5 4.5 0.16 27.8 Trace 0.013 0.003 0.015 
Trace 0.009 0.003 0.015 4.2 3.8 30.7 9.2 0.28 32.9 Trace 0.008 0.003 0.020 
Trace 0.011 0.003 0.019 4.9 4.0 17.6 2.9 0.27 10.6 Trace 0.012 0.007 0.023 
0.0002 0.047 0.003 0.021 5.0 4.0 19.3 6.6 0.39 16.9 0.0001 0.036 0.006 0.022 
TracG 0.010 0.018 0.030 4.9 3.6 42.8 3.3 0.27 12.4 Trace 0.008 0.018 0.030 
0.0003 0.082 0.013 0.041 5.0 3.6 47.7 1:i.7 0.83 16.5 0.0002 0.064 0.007 0.044 
TracG 0.049 0.006 0.022 4.8 3.8 29.9 3.6 0.29 12.3 0.0001 0.038 0.007 0.023 
0.0002 0.043 0.006 0.022 5.2 4骨O 17.5 3.0 0.26 11.5 0.0002 0.023 0‘003 0.020 
0.0004 0.013 0.082 0.038 5.5 4嗣2 3.1 ul 0.11 13.6 0.0002 0.011 0.070 0.054 
Trace 0.014 0.267 0.0:32 4.7 3.8 29.4 4.0 0.26 15.4 O.OOOJ 0.012 0.014 0.015 
Trac日 0.095 0.006 0.022 5.2 4.0 21.6 6.9 0，40 17.1 Trace 0.060 0.003 0.020 
Trace 0.012 0.006 0.026 5.0 4.0 23.2 2.0 0.19 10.3 Trace 0.011 0.006 0.021 
0.0004 0.018 0.031 0.016 4.7 4.1 10.3 5.2 0.55 9.5 0.0001 0.016 0.022 0.020 
0.0002 0.028 0.029 0.025 4.5 3.7 21.0 3.9 0.30 12.6 0.0002 0.018 0.035 0.021 
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以上，芦生演習林のニヒ壊は恭本的には掲包森林ゴこで撹われているといえる O しかし，この波留

林の特色としてあげておきたいのはポドゾルが認められたことである。ポドゾjレは明自なポドゾ

}v化作用を受けたものでなく， AJ段と BJ認の府界j或にごく弱いポ Fゾル化作用によって表明の鉄

やアルミニウムが溶かしだされ，下射に有機物とともに集較しているのが認められたが，明13な

灰白色の!習を形成するにいたらず， ?倒見!貯は灰白色が斑紋状lこ認められる経度であった。ケヤキ

lûi~~ ブナノキ峠~傘~八前~111UJ に盗る尾根筋の制査のうち，ケヤキlût:'~ ブナノキ w宇にヨきる南北

の!忍根では駿線を小心にして左右15-40mのI協で述統的に存夜した。ブナノキ峠~傘~八'di-1Il

LL!に至る東西の路線では綾線を ql{、にして左右 5~15m の 111請で存在したが，約20m ほど離れたで

j践では B c:l~!土J:J~になっていることが多く，ここでは必ずしも活根に沿って帝状に述続している

のではなく，比較的風(主にjJ]I!liUあたりが少ないと忠われる所ではポドゾルが途切れているこ

とも認められた。また第 3，4林班と第 5林班の境界の尾根筋で、も認められたが，ここでは主と

して隠棋の腐のようになっている所に部分的に認められた。

第21林，;11，その他所々の主として下!留土に， 11寺には表問ことにまで黒ボクゴ二(火!1J[天土)が認め

られたO しかし全体として急わめてl現られた地域に小関般にあらわれたにすぎなかった。この他

に日fj'EH :l:lIlのがr Jl I 沿いのi路地帯にはグライイヒ作用を受けた GJ1~!. ヒ壌がおそらく存寂しているものと

思われるが，まだ硲認していない。

各j自位別にみると土壌!持の!認さはA。府が王子均で、3.6cm(1紫熔1fM援会2.8cm)，Am~ がl 1.1 cm (土7.

9cm) ， BJ~が30.5cm (土12.6cm)であった。これらの依を日本の各地の森林土糠油}と比較すると，

Ao'~l およびAJ時は薄いが，日!尚はかなり涼い鎖If司を訴していた。

このような得土域服役の原さから判関すれば，芦生i災智林のこ七撲は全体的には有機物貯の分解，

そして土壊の生成作用が比1絞的)11員制に行われているものと忠われ，年平均降水最が2，500rnrnに近

く年を通じであまり乾燥する期間がないこと，また寒冷といっても有機物の分解を妨げるほ

どではないといった気候条件が，櫛物の生育にとって比較的良好なこと壌環境を作り出しているも

のと思われた。

土壌の理化学的性質および粒佳組成

2回目の調査における波留林F''163Jlli点のこI~.壊の各N4 ごとの pH (H 2 0， K C 1 )，陵換機皮，

， C/N比，可給態 1)ン駿，可申告合態カリウム，設換性カルシウム，t霞換性マグネシウ

ムの分析結果を表3に訴した。ここでは演習林全体の土壊の化学的性質を概略的にみるために，

多くの制査地点でBJ舟(接続問)となった第 2，必(深さ 20~25ωG) の分析結栄をもちいて，考察

を加えることにする。

土織の化学的性質の分析結果について平均値で示せば，階段JJ[ (pH) は水rM':i簡で4.6，滋化カ

リウ1-，!¥I&i萄で3.8，置換酸j立は25.5となった。また，養分の合荷主ドは決議が5.0%，捜索が0.37%，

"J給態リン酸が0.0002%，rlT給72Rカリウムが0.028%，t程[換性カルシウムが0.029%，関:換性マグネ

シウムが0.025%となり， C/NJtは13.1となった。日本の森林土境問}と比較すると，戸生の土壌

は際性が強く，決議，窓，*0)含有率はやや高いが， C/Nltは土壌の iq~ さを考践すると低く，こ

のことからも腐植の分併のf比較的)11間1に行われていることがうかがえる O またiす:拐の影響があら

われたものと思われるが，リン酸の含有率が非常に抵く，この};~:を除けば，カリウムは平均的な

似を示し，カルシウムとマグネシウムはややおく，こ!二壊の化学的性質は比較的良時であるものと

思われたの

つぎに各約ごとの離合致と，機以外のj二墳の組{，;少， *1日砂，微砂，粘土の含有事(粒従組成) と
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土性を表4に，金持続と糊ニヒそれぞれに対する容積霊，孔関{殻，紋大幸子水殺， f泣小谷気裁といっ

た理学的性質のil測定結泉そ表 5(こ，また粒筏級成から*IJ5:主したこと性の各j替の出現$J!I.廷を表 6に示

した。

第2)詩の土壌の隊合最および‘粒筏組成のilllJ定結栄を平均値で示せば， li~合f設が40.9%，土懐中

の砂(粗砂十細砂)が48.7%，fj投砂が29.2%，粘土が22.1%となった O 各府の隊合致および粒筏

表6 土↑1:のHl現!JJU交

ゴ:↑!I・18:分

(HC) 

戦:1ft[ご1".(LiC) 

地筑波土 (CL)

液:1-.(L) 

1奴砂質地ニ!ニ (SiC)

{放{沙'ß{j泣IJ~ゴ二 (SiCL) 

{放砂質壌こ1:(SiL) 

砂j?{t也ご1:(SC) 

砂、質地域jニ(SCL)

砂質模土 (SL)

第 11務 員(':;21溺 詩作 31，滋

5 (7.9) 2 (1.6) 

26 (41.3) 13 (20.6) II (18.0) 

28 (44.4) :35 (55.6) 27 (44.3) 

5 (7.9) 11 (18.0) 

1 (1.6) (1.6) 

1 (1.6) 

0.6) 

1 (1.6) 

3 (4.8) 6 (9β) 

1 0.6) 3 (4.8) 5 (8.2) 

63 (100) 63 (100) 61 

*ニL淡荻!授から深さ 5-10ιm(t;(} 1 府)， 20-25cm (告(':;21潟)，
30… 35cI日(鈎 3 約)の各'~?ì について測定した
* 2つの認可ヨ民地点では負{}3思j'"(:'台よねに逃した

組成は第 1}留から第 3}習にかけて深くなるほど隊合盤:と砂の含有都が増加し，粘土， i紋砂が減少

する傾向がみられた。|司じく第 2}I貯の全容積に対する理学的性質のilllJ定結栄を平均怖で示せ(;f'，

幸子桜草が68.1 ，干し Iljj(最が74.1%，最大谷7J~:絞が63.3%，最小容気設1 1. 0% と必り，容積立!I立下層ほ

ど地加し，孔IljRfを，最小容気最は低下した。土佐は第 2J詩ではま立埴土 (HC)， 4設域こi二 (LiC)， Jl由

貿綴ニヒ (CL)， t義二iニ(L)，fl投砂紫埴土 (SiC)，微砂貿壌土 (SiL)， 11沙質埴機土 (SCL)，砂質機土

(SL) が出現し，第 11認ではさらに微砂?を埴壌土 (SiCL)，{i少俊埴土 (SC) も確認された。第 2

!認でみると埴質・液土 (55.6%)，戦地土 (20.6%)，壊土 (7.9%) の割合が高く，第 1，3 }，;~~でも

埴質壌土が多かった。

このように芦生のことjおの隊合法，粒;筏組成と理学的性質について1=1本の森林武壌蹄と比較する

と，容和重は大きく，援すl月気味で，とくに下問土は街におむまっていて通気透水性がやや不良であ

るが，保水力l立平均的であった。そのため，全体として森林の成立に良好なこと壌条刊二を備えてい

るとはいえないまでも，多くの日本の森林土壌の中では比較的好条符二を備えているように忠われ

る。また1縫合翠;が多いltTI向がみられたが，このような理学的性質を有するため，むしろ土壌}~i '11 

への根の伸長をうながす孔隙を作る意味からもこの税!交の合致は必嬰と考えられた。

芦~三i員管林の典型的な土機r~! と諸性質

つぎに湾住演習林内でみられた各土壌llilについて，土壌断聞にあらわれた特徴と隊合致，粒経

組成，化学的性質理学的性質のiHlJ定結糸をあげて，その土棋lli!ごとの事例についてのベる。な
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お，この事例は各土壌111について i地点とし，その特徴がi誌もよくあらわれている地点を選んだ。

1.乾性褐色森林土(BA到土壌)

場所 第8林蹴(土壌謡トサ 8- 1) IflJ臨海抜 高480m

j:)J純正i認の特散一一一-AulmO)原さは 1cmでlV1く， Ag~ は 1 cmで、非常に?~~い。 担問， CI留のl撃さ

は59cm，30cmで潔い。土色は2.5YH系統で亦!沫が強い。土墳の構法はA柑は粒状， B時，Cf.k1 tま

!襲来状または塊状であまり良くない。全体に乾燥の影響を強く受けていて， AI，持とお}同との!日界

は明瞭である。設も大きな特徴はおj閣のよ部にIII糸t何回 (MII'!jl)が認められることである O

士I'~t，理化学的性質…寸二性は埴質壊こiニで議粘である。しかし，演習林全体からみれば土性と

してはほぼ平均的であるともいえる。 礁の合:設は多い。酸性皮はきわめて強い。全ての養分袈畿

の含有権は低く，土壌が殺せていることを訴している。節 i憾の符積震はきわめて大きく，また

土壌!品全体としても符立は大きく，開く締まって)J通気遊水性が;15ぃ。これらからi'dI習林内で

は1軍化学性が劣った劣悪なこ!こ機だといえる。

2. 乾性掲色森林土 (Bnili~土牒)

場所第5林班(土機番幸子 5-7) r[:IJj長海抜高G75m

ゴ二様性~Jf聞の特徴一一一-Anlç'Î の障さは 5 cmで、演習林内で、は浮い。 A階は 9c滋で簿い o AII:tJとち

!同のj詩界は明瞭である。土壌の構造はA胞は粒状， BJ詩， CJ弱(;t/J、;波状，塊;17zである。オ色はA

j留は10YH系統の議制色， C械は7，5YR系統で桜色を恕する。土境問全体として乾燥気味である。

またAJ慢の下部に菌糸東が認められる。

土性，理化学的性質一一士液刷会体として離の合最が多い。土性i立地質壌土で重Wiである。機

性皮は Bd日土壌に比べれば弱くなっているが，やはり強い。養分裂索の含有率は B^~日土壌よ

りは潟くなっているが豊というほどではない。しかし薩換性のカルシウム，マグネシウムの

平年準l立高い。また C/Nl七はAI訴で17程度， BJ.;tl， C 1習で13殺!廷を示し，やや高い。このことは

j釘継の分解が惑いことを示している。終結抵は土域府全体としては大きく， J設大符水量， j泣/J、符

らみても燃におyまった土壊である。

3. 弱乾性褐色森林土 (Bc立!土壌)

場所第10林fJI(土機帯4子10… 3) IJ1臨海抜高G25m

:Uほど断簡の特徴一一一-Aol'討が2cm， A貯が5cmで線い。しかしち札 CI国はきわめて慰く，

全体としては100cm以上となる O ゴゴ立は10YH系統で人jMでは県掲色， CJ溺では11在地色を5設す。

土縫の構造はAJ自は小塊;犬， BI~;; ， CI日は際'*状と粒状が?f.~在する。 AJ溜と BI日のj視界は明瞭で，

BJi;Qの上部にはi)¥i糸来が認められる。

である。二i二性，略化学的性質一一筋 1).;'7の燃の合最は多いが，第 2，第 31\~1 で、は rl l 1íl f税 j支の

土牲は第 1N(I，第21¥うは霊j護士，第 311;'1は戦地土で砂の少ないきわめてな ある。酸性

の含有率はfほく，度はBn恕!土壌とあまり変わらないが，かなりの酸性ゴ二機で、ある。

C/N比は lおい。また置換性のカルシウムの含有事がイむの土)i~ili" に比べて低い傾向が認められる。

第 11醇の符和震はこのような1lii;ljな土壊としては小さく， B八割， Bn J~"ニ!こ撲に比べればこの防に

は腐摘がかなり しているようである。

4.適趨 ìl制IJ開昨矧i詩丹引~'引陀'1七性!巴1

場場白所 第5林斑 (二土ヒ様苦番?サ 5一3引) 尾根のj潤河 i淘1何6
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危機i紙面の特j~，f一一一-Aol視の!事さは 3 cm， A闘は 5cmで、ともにあまり l事くない。お初は55cm

、が， CJ時は15cmで薄い。土色はA)'日が 5YH系統の11斉赤褐色，日明， CJ日が7.5YH系統の褐

色， 1拘褐色でl珂るい色捌である。土撲の構造はAJ訟は閉粒状を訴すが， Bg号が!隈栄;j}c，C 1訴が小

城状を訴し，いくらか乾燥の影響を受けていることを訴している。 AN?iとB)'母の!段界iま漸変し，

腐績の分解， ~交遊が)11夜間に行われていることを示している O

土性，理化学的性質一一筋 11¥4，第 2J符の磁の合殺は少ない。土性は各j同とも jl投砂が多い経埴

，議粘である。全i習にわたって酸性皮が強く，設換酸j支も言語い。 政潔，窓奈の含有事はあま

りおくない。しかしC/Ntとは10前後を訴して，J(II;楠の分解は.lli.!k子であることを示している o HJ・1

給態の 1)ン般の含有本はとくに依い。可給態のカリウム， 1喧換性のカルシウム，マグネシウムの

合有準もあまり商くない。容積雪ì.!ま第 i 府では小さいが，負~2 府，首~ 3 J認で大きいの孔撚務:は第

1 J母では大きいが，第 2J留，第 3I討では1和解説度である O 最大学子水量は各府ともに中!IIf程!支であ

るが， ii占小校気量はとりわけ第 11潟で大きく，全体として通気透7]('1設は良野である。これらの点

からみて演習林内ではほぼ平均的な土撲ではあるが，土地生産力はBn(崩踏)型土機よりは劣

るものと思われるo

5.過i間性褐色森林土

イ) BD (崩戟)型土壌

場所 第9林班{土横議ト号 9-5) 111s均l海抜高435m

j二機断閣の特徴一一一一入。!国は 3cmで、あまり発途していない。 AJ詩の!翠さは20cmでi品目当林内の

土壌で、はとくにいo BI~ ， CJ<;i:iの摩さはそれぞ、れ25cm，30cmでそれほど惇くはない。 AJ閣がこ

のように浮いのは傾斜部上部より表踏土が崩?詳してきてここにたまったことを訴している。土色

はA胞は10YH系統の黒褐色で腐植の没透のよいことを諒している o BJ臼， CI討は7.5YH系統の

明るい褐色である。土壌の構造はAJ閣は間粒状， BJ詔， C問は小:!ll!，状で良好である。 A同と BI認

の府界はi!l¥fr変しているので，ここからも繍捕の浸透がよいことがうかがわれる。

土剖:，理化学的性質一一礁の合致は全土JjM留を通じて少ない。土性は第 11自，第 2)，授は域資機

土で重粘であるが，第 31討では粘土のf音量が急減して砂質城ゴことなっている O このため通気j垂水

性は良併である O 土撲の酸性皮はおu型，おじ1f;![::t.壊とあまり変わらなく，やはり強いが，この 2

つの土模型!よりは弱くなっている。しかし，第 1J闘の設換駿!立は高い。炭紫の合有様はBF322l，

B c ill!土壌にttべて低く，議議はほとんど変わらない。このためC/Nltは10前設をおして腐楠

の分解が良好なことを示している。可給態の 1) ン駿の合有事は波習林内では他の土浪1~! に比べて

ややi議く，カリウムは鈍い傾向がみられる。またi設換性カルシウム，マグネシウムの含有率は王子

均的か，やや抵い。符椴ま 3J習とも70前後で，こiニ境問全体としては続く，また孔隙最も大きいo

i泣大容水鉄l立大きいが，故小脊気設(ま/J、さい。以上の結果，本i寅習林のこ!二液製の'11では最も土地

生産ガが高いものと忠、われる。

lゴ) おり型土J~

場所第8林班(:1:淡帯す 8-2) IlJ脚 HiJ抜高430m

土壌断面の特{校一一一一Aol読の際さは 2cmで博く， AJ府詩lは土i口7む捌mで

でで、ゴ土二i壌j楽v肘i民5tの!惇享さとしてiはまf芦弐生i認淡首鼠i習林でlは止平平.均i的"0甘である O こ土七色lはまAJ限i弘潜品哲:がl叩OYI託1系統の陪掲色， BJ訟

が5YH系統のiI音赤褐色， C肢がlOYH系統の賞制色をiまする。土壌の構造はAJ討が1]]粒;If，しおり?， 

CI視が小:!ll!，~;I(で，全体としてね}穏である o AI'示?と B惜の限界は漸変し，この辻:~表現も j潟植の分解

と没j査が)11質調に行われている O

土性，理化学的性質一告の合設は土壌!回全体として多い。士:'1症は第 1J符，第 21授が地紫壌ゴ二
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であるが，第 3I穏では紺砂が嶋えて機二!こになり，全体としてj塩気透水性は良好で、ある O 土壌の自主

性皮;土地のこと壌裂に比べて弱い。炭素，議訟の合有事はい。しかし C/Nlとは第 11詩，第 2憾

では10以下¥第 3I~q でも lofííJ後を示し，腐植の分解と没逃が良好なことを訴している。ï:iJ給態 1)

ン酸，カリウムの含有 (土ド¥Jlf1f殺皮かややI勾い。 躍1~'ltカルシウム，マグネシウムの含有率は

い。土壌全体として符獄援が小さく，孔隙鐙， ii立大学子水量， ~主IJ、容気設が大きく，通気透水性は

良訴である。前述のように芦生i災関林ではちηt¥i!土撲の出現率がI渇く，全体として土地生産力は

i悔いと忠、われる O

6. 弱j毘'I~È褐色森林:ヒ (Bs;型土壊)

場所第 5林班(ゴ機番号 5-4) 谷筋海 抜高520m

こ七Jj~I~JrHû の ~W:世比一一一一一Aol自のさは 1 cmで薄い。 AI説 の さ は 9cmであまり!翠くないが， i皮

革?林|勾では平均的である o BJI;!1は22cm，CI授は34cmでこの憎の!事さも平均的である。土色はAg見

が7.5Y日系統の黒褐色， B府がlOYR系統の褐色， CI詩が 5YR系統の明網灰色である。ゴニ jl~の構

造は入!路上部が問粒状であるが， AI組下部からおjgにかけて塊状になっている O またC闘はカベ

;1犬で衝に締まっている。こと壊j時全体として滋il習である o AJ符と BI替の版界は漸変していて腐植の

B隠への没i査が良野である。

土性，礎化学的性質一てi二機開会体として1棋の合経は多いo ::1:性は第 11授がi註5空機土であるが，

下!留では*I1H&のf言葉が増えて，第 2I詩が砂紫~~こと，第 3 I設でl土砂質域機土になっている。ニiニ撲の

酸性肢は弱く，また[置換酸}支もきわめて低く，演習林!)~でも酸性の弱い土綴tril!である O 成議の

有権はあまり高くはないが，相対的にみて議議の含有事が高いため， C/Nlヒはきわめて小さく，

しかも下1t'l1土になるほど小さくなっている。このことからj蕗植の分解は進んでいるものと思われ

る。可給態リン酸，カリウムの含有権.は恐いが， i設換性カ jレシウム，マグネシウムの合有本は高

い。容ff[震は第 i剥が65韓民でi資溜林内では平均的であるが，下回になるほど援くなっていき，

第 3J留では125を訴し，きわめて議い土壊である。孔隙澄はこれとは反対に第 i府では76経度で

あるが第 3N!fIでは55税度に減少している。 i法大容水量をは Jやや小さいが， :1設小容気畿はやや大きい。

これらの性質からみて， i郎野林内では比較的土地生産力の高いこ七段ill!であるといえる。

7.乾性ボドゾル箆群 (PDmWi;土壌)

場所第 5林班(土壊帯号 5-1) 尾絞 rÎlj: t友i~ij720m

ニ!こlJl~断閣の4$徴一一一-AO)'闘は 5 cmでf事く，そのJ:jlでも FI討が日府よりも!事いoAI@の!早さは

16ω1，日!時は43cmで、ともに涼く， C J';~l は41cm以上で，各j創立の合計は100cm J;JJ: となり，きわめて

を持っている。 A)障の基本の土色は2.5YR系統の纏11者赤:褐・で，その下部の 13~16αn の

深さの!留にはj氏鼠色の溶JJ見胞が斑状に認められる o BI?ヨは 5YR系統のFR褐色で，よ音1¥に鉄さび

位の集積j泌が斑状に少し認められるがあまりはっきりしない。 CI授は2.5YR系統の赤味がかった

褐色であるο 土壌の摺造は全摘を通じて弱い小:00状で，発迷が怒く，乾燥気味で、ある。また AJiM

とBI替の!出界の:tlll移は*IJ対日としている。これらの特酸からこの:上壊は弱いボドゾルイヒ作用を受け

たPIl距群土壊と*IJ定したが， i容!悦j爵，集積胞の特散が弱いこと，また全体として乾燥している

こと羽目から Pn!J[iJ作土壊の中の乾性ポドソルイヒ土壌 (PDII) とした。なおi良資林内でボドゾjレ化

作用を受けた P n，Pw<o， PWlh) !J[~群土焼が認められるが，そのいず、れもがごく弱いポドゾル化作

用を受けたポドゾルイヒ:.1二機あるいは弱ボドゾル化土壌であって P D1，P W!;II， PW(h)1 ill!土壊はli'fli認

されていない。

ごと|也 J~1l化学的性質一→~ 1胞の1喋合議は少ないが，第 21(a，第 31認では多い。士:'ItLt第 11母，
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第21時がil出直ゴニ， $t~ 31討が地質域土である。土壌1M全体として酸性j支がきわめて強く，また置換

酸}支も非常に高い。第lJ~札第 2 J~1 では炭の合布殺が奥'，~~'(こ高いが，第 3 I討では怒減している。

これに対して議紫の含有感は相対的に低く，このために C/N比は土機関全体をj混じて非常に

い。可給態 1)ン酸，カリウムと置換性カルシウム，マグネシウムの含有持者はお1)1J!!土壊とあまり

変わらない。税制設は第 11同，第 2I訴できわめて小さく，第 31IYでは腿2Jjjに大きくなっている。

孔|絞殺，政大待水議:， i設/J、容気量は土段階全体として大きい。このように，寒冷と乾燥の影響で

腐植の分解が進まず，第 11必，第 2)，認では*11腐捕が多;捻にi設相し，それ以下の!符にはほとんど没

透していないことがうかがわれ，また多量の!関撤酸がj支出したために土壌は強酸性になったもの

と忠われる。以上，土壌!討が浮く，義分喪主将も含まれているが，酸性皮が非常に強いこと，乾燥

気味であること， iJ~いポドゾル化作用が認められること等により，土地生1蛮力は俄いと足、われる。

8. 出金鉄盟ボ Fゾ)v頂11r(;(P w的現1洋ことJ-.m
場所第7林組:(土成番号 7-1) 毛棋の閥均.抜高705m

土j~lfJn羽の特椴一一一-Aol替の!卒さは 7 cmで!事いoF ，~~，日胞は明瞭に分かれ， FI静よりも HI必

の)]が尽く，黒色で脂肪状を鼓しているoA)討の障さは20cmでl卒く， BI母は40側， CI時は40cm以

上で\境問の惇さとしては100cm をこえる。 A府1下ご奇部部1)の i深1栄日:さ~1日5~2初Oc叩m の所に}灰天 i白ヨ色の i溶各)J脱!悦見則j郎持が

斑紋状に認められるが，集諮!陪留lはまはつきりとしなしい、、oAJ，尉主必1の二土tニf包立lは立2.5Y系統の!沃1災j反t自色で

ている。 BI認は 5YR系統の赤掲色，CJ¥詩は10YR系統の賛褐色で，下j留になるほどi羽るさをi脅す。

ゴ二段の構造の発迷は感く，第 11自，第 21付は ~~Jい塊状を示すが第 3 I討ではカベ状になっている O

A)i守と BJ替のj臼界は明瞭に分かれる O 全体にi脳陣iである。

土砂i生， J:lJ!化学的性質一一若手;11符のR集合殺はjヒli史的多いが，第 2樹， tお3J認では少ない。土性は

第 i胞がJ註質縦士であるが，第 21札 第 3J習が砂質埴域土となり，全体として重粘である O 土撰

肘全体として酸性!立はきわめて強く，段換酸度も非常に高い。炭素，議議の含有事lまあまり高く

なく， C/NJtは 8~印税j支である。!商椴の分解は行われているようであるが，駿性の強さから

みてAol?専は不完全な分解を行っていて有機酸が多議:に没出していることがうかがわれる。可給

態リン酸の含有率はきわめて低い。 i川}司]

lは土他の土域2主盟lE盟~!の所とあまり変わらサずs吋ベ中Jj席詩許f汗干税主度である o 第 1 N，'iの終結震は大きい。孔隙食，最大谷

は1-¥:1時程度であるが， i詰小谷気設は第 2回以下の府で小さい。 以上の諮性質からみて，この

土壌取の所も土地生産刀は抵いものと忠、われる O

9. 野H全勝植主!!ポドゾルmu作 (P川}班群こと壌)

場所第10林班(土壌番号lO-2) 尾恨の樹海抜高770m

のj卒さは10cmで、く，また FJ!持， HI誌が明瞭に分かれることは前の

Pww IlE:/作土撲と同様である。 A胞の!亨さは13cm，BI授は47cm，CI授は40cI日以上で，全体で100cm

以上となり，土壌!自は漂い。 A悶の下部には灰白色の溶lJえ胞が斑紋状に明白に認められ， BI習上

部に鉄さび、{立の集;fi!!憎が認められる。 土訟は存j持{立ともに7.5YR系統であるが， Alqiyが樹氏f立で

黒色I沫が濃く，お!討がにぶい褐色で黒色味がì~よくなり， CI討が成制包になる。土壌の構造の発達

は惑く， AIO， B取;は塊状， CI閣はカベ状である O またAI付と B府の!視界は明i僚に分かれる。こ

の土撰15:!も全体にi箆ill¥]である。

ゴニ性，理化学的性質一-1i諜合最はことt表明全体として多い。また第 11認のゴ二位は戦地ご!こであるが，

第2)持，第 31訴はj直紫域ゴ二で全体として重税iである。土撲の酸性皮は強く， i設換酸皮も高い。炭

素の含有権は名府ともに高く，食用にわたって腐植が多最に没透していることを示している O
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議の含有本は炭素に比べて相対的に低く，このため C/NJt~立高く，没透した腐植の分解は必ず

しもよくないo 'uT給態リン椴，カリウムの含有率は低く，綾換'11:カルシウム，マグネシウムは平

均約である。符立は第l!静，第 ZJ長?では大きいが，第 3Nltでは小さくなっている。孔!総殻，最

大谷水は Pwむ)iJEli!(，土壊とあまり変わらないが， lnl/J、特気f設は第 ZJ符できわめて大きくなって

いる。以J~.の持性資からみて，ニのこi二 J~~~!の所も土地生産力はあまり高くはないと忠われる O
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Hesume 

In order to make clear the properties of the forest soils in the Kyoto University Forest in 

Ashiu， the forest was surveyed covering almost its whole area. Of the 101 points surveyed [or 

soil profiles， meむhanicalanalysis， chemical and physical properties of the soil were measured 

for 63 points. 
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The results were as follows: 

1. 89% of the points surveyed was brown forest soil， the other 11 % was podozolic soil. 

2. Almost all points of brown forest soil were of B D type but B A，おお， Bc and B" types 

were also found. 

3. PD， PWωand P WU，) types wer巴foundin podozolic soil. 

4. 1n general， B̂， Bs and Bc type soils were found to be low in pH， poor in nutrient content 

and showed heavy volume weight. 

5. Bn and B記 types，in general， were found to be high in pH， somewhat high in nutrient 

content and showed light volume weight. 

6. P D， P ¥VG) and P wu，) types， in general， were found to be somewhat low in pH， slightly high 

in nutrient content and showed somewhat heavier volume weight. 




